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抄録  

 本研究では、車椅子バスケットボールトップ選手の競技成績向上に貢献することを目的

とした。そして、女子エリート選手を対象とした人間計測の分析を実施したところ、座面

設定によってパフォーマンスを強化させることができることが示された。また、共同研究

先の埼玉大学が、動画像から対象選手の前傾姿勢角度、肘の角度、車輪の角度を推定可能

なシステムを開発した。さらには、動画像を基にクラシファイヤーのクラス分けを支援す

るシステムの開発に着手した。得られた結果を基に、次年度も本研究を継続実施する。  

 

   キーワード：車椅子バスケットボール，人間計測，画像解析，クラス分け支援システム  

   

１ はじめに 

 近年、障害者当人および社会全体の、「障害者

のQOL(生活の質)向上」への意識は高まってきて

いる。そして、これに伴って、障害者がスポーツ

に取り組む雰囲気・環境は整備されつつある。特

に2021年は日本でのパラリンピック開催が予定さ

れていることから、障害者スポーツへの関心はま

すます増している。 

障害者スポーツの中でも、車椅子バスケットボ

ールは、人気が高い競技である。そのため、その

トップチームである「車椅子バスケットボール日

本代表チーム」は特に注目されている。 

スポーツにおける選手のパフォーマンスは、一

般に、「選手の能力」、「用具の性能」、「選手

と用具の適合性」に左右されるが、車椅子バスケ

ットボールは、特に「用具の性能」および「選手

と用具の適合性」の影響が大きいと考えられる。

これらに関連する研究はいくつか実施されてきて

いるものの1)～ 3)、十分であるとは言い難い。 

 

  * 電気・電子技術・戦略プロジェクト担当 

  この、社会的に関心の高い車椅子バスケットボ

ールについて、用具（車椅子）の性能や適合性を

研究し、トップ選手の競技成績向上を支援するこ

とは、公益に適うと言える。また、県内外車椅子

関連産業の支援にもつながる。そこで本研究では、

車椅子バスケットボールトップ選手の競技成績向

上に貢献するため、選手の能力を最大限に発揮す

る車椅子の形状等を明らかにすることを主な目的

とした。そして、得られた知見を車椅子製造企業

等に展開することで、車椅子関連産業を支援する

ことも、研究目的の一つとした。なお本研究は、

2019 年度から 2020 年度までの 2 ヵ年での実施を

予定している。そのため本稿では、途中経過とし

てその概要を報告する。 

 

２ 方法 

2.1 女子エリート選手を対象とした人間 

計測の分析 

 平成 30 年度に、車椅子バスケットボール女子日

本代表クラスのエリート選手 1 名について、その

車椅子座面設定によるパフォーマンスの違いを明
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らかにするため、首都大学東京の傾斜的研究費を

得て、「側彎のある車いすバスケットボール選手

のシーティングと評価に関する研究（研究代表

者：首都大学東京 信太奈美先生）」を実施した。

本年度は、上記研究に引き続き、女子エリート選

手を対象とした計測の分析を実施した。 

対象者である女子エリート選手が所有する 2 台

の競技用車椅子について、差異を生じた座面設定

は以下のとおりであった 4)。 

・シート幅 

・前座高 

・後座高 

・シート奥行 

・バックサポート高  

・車軸水平位置 

・シート角度 

・バックサポート角度 

なお、パフォーマンスの違いを明らかにするた

めに実施した計測・評価は、以下のとおりであっ

た 4)。 

・車椅子操作の俊敏性を測るスキルテスト 

（反復横移動） 

・車椅子駆動による牽引力の測定 

・車いすの初動・停止動作の動作分析（株式会社

システムフレンド製「Mobile Motion Visualizer 

AKIRA」を使用） 

 

2.2 漕ぎ出し動作の画像解析 

スポーツにおける競技成績の向上には、国内外 

 

図1 車椅子座面設定を計測している様子 

の有力選手の動作を分析し、その特長を参考にす

ることが有効である。しかし、国内外の有力選手

を研究室に集め、センサを貼付する等の方法によ

り人間計測・動作分析を実施することは、簡単な

ことではない。そのため、インターネット上にあ

って入手が容易な動画像（例えば、国際大会の試

合動画像等）から、国内外有力選手の動作を分析

することができれば有用である。そこで、AI を応

用した画像解析により、既存の動画像から漕ぎ出

し動作等における特徴量を抽出できるシステムを

開発した。本システムの開発は、主に研究連携先

である埼玉大学の久野義徳先生、小林貴訓先生、

福田悠人先生、福江啓太氏が実施した。 

 

2.3 クラス分け支援システムの開発 

国際パラリンピック委員会は、各国際競技団体

に対して、「機能障害の程度が軽いので有利とい

うことではなく、最もスポーツパフォーマンスの

優れた競技者やチームが勝利するよう、競技者を

公平にグループ分けすること 5)」等を目的とした

「クラス分け」の実施を義務付けている。これは、

具体的には、「様々な障害の程度を、専門知識を

持つクラシファイヤーという判定員が見て、『こ

の選手はこのクラス』と決める 6)」ものであり、

「車いすバスケにおいては、障害の最も重い選手

は 1.0、最も軽い選手は 4.5 として（中略）コート

に立つ 5人の選手の持ち点の合計が 14点以下にし

ないといけない 6)」と決められている。しかし、

このクラス分けに対しては、必ずしも定量的かつ

一貫性のある方法で実施されてはいないこと等を

理由として、その妥当性に疑義が生じることがあ

った。また、特に車椅子バスケットボールについ

ては、国際パラリンピック委員会からクラス分け

に関する警告を受けている 7)という事情もあり、

定量的かつ一貫性のあるクラス分け手法が求めら

れていた。このため、このクラス分けについて、

画像分析技術を利用することにより、クラシファ

イヤーの決定を支援するシステムの開発に着手し

た。 
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３ 結果及び考察 

3.1 女子エリート選手を対象とした人間 

  計測の分析 

 対象者である女子エリート選手が所有する 2 台

の競技用車椅子について、これまで使用していた

車椅子の座面設定を「座面設定 A」、新しく使用

を開始した車椅子の座面設定を「座面設定 B」と

した場合、パフォーマンス評価計測の結果は、俊

敏性、牽引力、初動速度のいずれも、座面設定 A

乗車時よりも、座面設定 B 乗車時の方が優れてい

たことがわかった 4)。以上より、座面設定によっ

てエリート選手のパフォーマンスを強化させるこ

とができることが示された。今後は、被験者の数

を増やして同様の実験を実施する予定である。 

 

3.2 漕ぎ出し動作の画像解析 

 「マーカーやセンサを使用せず画像単体から、

前傾姿勢角度、肘の角度、車輪の角度の測定 8)」

が可能なシステムを開発した。そして、「走行中

の肘の角度や体幹の前傾角度、車輪回転角度を取

得することができ、その結果をグラフとして表示

すること 8)」が可能となった。 

 

3.3 クラス分け支援システムの開発経過 

 当該クラス分け分野に詳しい専門家との意見交

換等を実施した結果、以下の項目を明確化できた。 

・国際資格を有するクラシファイヤーの、クラス

分けにおける着目点 

・開発するクラス分け支援システムの仕様概要 

以上を踏まえ、次年度も引き続き当該システム

の開発を進める予定である。  

 

４ まとめ 

 本研究では、車椅子バスケットボールトップ選

手の競技成績向上に貢献するため、女子エリート

選手を対象とした人間計測の分析、漕ぎ出し動作

の画像解析、クラス分け支援システムの開発に着

手した。来年度も引き続き、これらの研究開発を

実施していく予定である。 
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